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INTERNATIONAL DISARM THE SEAS WEEKEND 
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＇ ＿置量
9i
,

ナヌースのティピー

カナダ西海岸のナヌース湾。ここには米海軍の潜水艦の訓練基地

があって魚雷やミサイルのテストがくりかえされている。平和運動

の人々は海辺にこんなティピー（アメリカ先住民の円推形のテント）

を立てて、監視と抗議を綬けた。その後、ティピーは強制撤去され ， 
てしまったけれどジャンク（小舟）を浮べたり、今では小さな家ま

で持って人々の抗議は続いている。
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海
の
軍
備
撤
廃
の
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め
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際
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トマホークの配備を許すな！全国運動

・参加会員（月問会費）
B]休 1口 1000円
個人 1口 500円

●維持会員（月問会費）
団体 1口． 2000円
関人 1口 1000円

●通信会員 ． ... 

年問2000円

あなたも仲間に！



塗
非
栽
コ
ー
ド
し
亙
案
）
が
出
差
た
隧

こ

の

日

の

集

会

ア

ピ

ー

ル

は

次

の

よ

う

に

強

調

し

翠
H
u
1J、

P

¥ -

ら長た下か〇坊む演

なは‘総れ余かか習三

ぃ-,と基たのらつ基月

ーょ反地゜参おて地六

とそ対周厚加じ、一

どる眉勢歪9ぢ；与足
ぱらも住地‘やシるア

り。な縮民の反んヨみメ

い小が代対‘ンでリ

もきP -,替すお・反カ
のみも候るばボ対の

は一ぅ補会あ）し空

三、羞忌哀占乞ぶ芯目
宅言島と交ん出る載

皐三゚ 且ぞ塁阜航忌贋
も浦まあが二赤島夜
い会つる開二んに間

て

、

ま

た

沖

縄

研

究

会

か

ら

は

、

県

収

容

委

の

米

軍

闊

＋

年

強

制

使

用

決

定

に

つ

い

て

の

報

告

が

さ

れ

た

。

反

原

発

運

動

か

ら

の

行

動

提

起

で

は

、

の

ス

リ

ー

マ

イ

ル

島

原

発

事

故

八

周

年

、

四

・

ニ

六

チ

ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

事

故

一

周

年

行

動

が

呼

び

か

け

ら

れ

た

。

三

・

ニ

八

港

を

あ

ら

う

波

に

帰

り

の

船

は

欠

航

と

い

う

ハ

プ

ニ

ン

グ

も

、

北

海

道

か

ら

大

阪

ま

で

各

地

か

ら

の

参

加

者

に

は

交

流

の

チ

ャ

ン

ス

。

見

る

も

の

を

圧

す

る

噴

火

跡

、

雄

山

登

山

、

岬

め

ぐ

り

・

・

・

三

宅

島

の

録

と

．

自

然

を

楽

し

む

こ

と

に

な

っ

た

。

島

を

め

ぐ

る

立

看

板

の

ひ

と

つ

ニ

ニ

宅

島

の

自

然

を

子

孫

に

の

こ

そ

う

!

」

を

肌

で

も

っ

て

実

感

す

る

時

で

も

あ

っ

た

。

い

ろ

い

ろ

な

思

い

を

、

三

宅

島

に

つ

な

い

で

帰

っ

た

た

三

三

0
人

．

小

さ

い

が

、

そ

の

ひ

と

つ

ひ

と

つ

の

声

が

全

国

に

響

く

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

三

月

一

日

、

東

京

で

「

核

も

原

発

も

な

い

太

平

洋

を

1・
三

・

一

東

京

集

会

」

が

開

か

れ

た

。

呼

び

か

け

は

日

本

カ

ト

リ

ッ

ク

正

義

と

平

和

協

議

会

、

婦

人

民

主

ク

ラ

ブ

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

研

究

会

、

反

核

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

セ

ン

タ

ー

東

京

の

四

者

。

約

三

百

人

が

参

加

し

た

。ピ

キ

ニ

の

水

爆

実

験

で

被

爆

し

た

ロ

ン

ゲ

ラ

ッ

プ

島

民

の

被

害

を

描

い

た

映

画

「

ハ

ー

フ

ラ

イ

フ

」

上

パ

f

9

心

uf
2
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て

い

る

。

「

三

十

四

基

も

の

原

発

を

動

か

し

、

米

国

の

核

軍

拡

に

歩

調

を

合

わ

せ

る

日

本

政

府

。

そ

の

日

本

に

住

む

も

の

と

し

て

、

私

た

ち

は

、

海

に

も

大

地

に

も

核

を

捨

て

さ

せ

な

い

、

原

発

を

と

め

脱

原

発

を

目

指

す

、

そ

し

て

核

も

原

発

も

な

い

太

平

洋

を

つ

く

り

だ

す

た

め

に

力

を

合

わ

せ

た

い

」

．

ま

ず

は

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

核

ト

マ

ホ

ー

ク

に

し

ぼ

り

、

月

二

六

日

、

横

浜

で

第

二

二

回

「

い

の

ち

と

く

米

議

会

証

言

、

高

官

談

話

な

ど

一

三

項

目

に

お

よ

ぶ

ら

し

を

守

る

県

民

の

集

い

」

が

開

催

さ

れ

、

「

非

核

ク

・

リ

ス

ト

を

作

成

、

こ

れ

を

市

民

の

判

断

コ

ー

ド

（

案

ご

が

発

表

さ

れ

た

。

こ

の

集

会

を

主

チ

ェ

ッ

基

準

、

行

動

基

準

と

す

る

と

同

時

に

自

治

体

に

対

し

催

し

た

の

は

県

下

の

労

働

組

合

、

市

民

住

民

団

体

で

て

も

こ

れ

を

持

つ

よ

う

求

め

る

。

そ

し

て

、

「

核

持

作

る

「

県

民

の

い

の

ち

と

く

ら

し

を

守

る

共

同

行

動

）

」

と

「

87国
民

春

込

み

」

の

既

成

事

実

化

に

歯

止

め

を

か

け

、

「

非

核

」

委

員

会

（

通

称

「

い

の

く

ら

l

闘

神

奈

川

共

闘

会

議

」

。

今

回

は

「

非

核

県

宜

言

を

を

本

物

に

し

よ

う

と

の

狙

い

だ

．

集

会

で

は

、

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

入

港

時

の

市

民

団

体

よ

り

た

し

か

な

も

の

に

す

る

た

め

に

」

を

テ

ー

マ

に

と

県

当

局

の

や

り

と

り

を

再

現

し

た

寸

劇

が

現

状

を

開

催

さ

れ

た

．
＿

い

の

く

ら

」

で

は

昨

年

の

秋

以

来

、

「

基

地

分

く

っ

き

り

と

浮

び

上

ら

せ

た

。

さ

ら

に

、

「

ニ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

」

を

マ

ナ

板

に

の

せ

て

、

「

採

点

」

の

科

会

」

の

中

に

研

究

会

が

置

か

れ

、

コ

ー

ド

作

り

の

実

演

。

反

核

運

動

の

今

後

を

巡

る

バ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

作

業

が

続

け

ら

れ

て

き

た

。

こ

れ

に

は

非

核

市

民

宣

シ

ョ

ン

が

行

わ

れ

た

。

言

運

動

ヨ

コ

ス

カ

、

上

瀬

谷

基

地

は

い

ら

な

い

ウ

ド

ッ

「

コ

ー

ド

」

を

本

当

に

有

効

に

使

う

こ

と

の

で

き

の

会

、

生

活

ク

ラ

プ

生

協

、

「

全

国

運

動

」

の

梅

林

る

様

な

人

々

の

熱

気

を

作

り

出

し

た

い

と

思

う

。

ヽ

）

一

さ

ん

も

加

わ

り

精

力

的

に

検

討

を

進

め

た

。

参

萎
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珍
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珍
診
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骸
忽
参
診
診
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，
 

ヽ
映

の

後

、

軍

事

評

論

家

の

前

田

哲

男

さ

ん

、

丸

木

俊

さ

ん

な

ど

が

発

言

に

た

っ

た

。

前

田

さ

ん

は

「

米

核

戦

略

竺

端

を

に

な

う

日

本

が

、

太

平

洋

民

衆

に

押

し

つ

け

る

核

と

軍

事

と

原

塁

政

策

に

対

し

P

日

本

の

民

衆

が

そ

の

政

策

を

た

だ

し

、

民

衆

自

身

が

真

の

海

洋

文

化

と

自

由

を

認

懺

す

べ

き

」

と

訴

え

た

。

厄

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

セ

ン

タ

ー

東

京

か

ら

は

、

ペ

ラ

ウ

自

由

連

合

協

定

を

め

ぐ

る

最

近

の

動

向

に

つ

い

h
粒
も
展
発
も
な
い
を
茫
キ
を
醒

ぅ

F
今＇』

0

、
3ん



(5) 
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一
月
三
一
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
、
東
京
の
早
稲

田
奉
仕
園
で
行
わ
れ
た
「
海
の
軍
備
撤
廃
を
！
太
平

洋
運
動
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
テ
ィ
ン
グ
会
議
。
そ
の

中
間
に
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ

た
反
核
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
間
の
鎖
は
大
平
よ

り
大
き
い
」
。
そ
し
て
一
息
つ
く
ま
も
な
く
、
二
月

―
一
日
か
ら
二
月
二
五
日
ま
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
で
の

講
演
と
交
流
の
旅
。
そ
の
間
、
二
月
一
三
日
か
ら
一

五
日
の
遇
末
に
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
「
非
核
独
立

太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
カ
ナ
ダ
）
」
の
年
次
会
議

に
参
加
，
熟
気
と
興
奮
に
つ
つ
ま
れ
て
一
ヶ
月
を
駆

抜
け
た
感
じ
だ
っ
た
。
日
本
の
軍
拡
と
反
核
・
反
基

地
運
動
を
日
本
を
離
れ
て
太
平
洋
か
ら
見
直
す
貴
重

な
一
ヶ
月
で
も
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
紙
数
で
と
り
あ

え
ず
カ
ナ
ダ
旅
行
の
部
分
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る

を
え
な
い
。

♦
H

引
利
印
こ
の
日
ま
で
に
太
平
洋
運
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
テ
ィ
ン
グ
会
議
（
構
成
員
7
人
）
の
ほ
ぼ

全
員
が
東
京
に
到
着
し
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら

、
忙
し
い
日
程
を
や
り
く
り
し
て
実
現
す
る
活
動
家

た
ち
の
国
際
会
議
．
安
い
切
符
を
手
に
い
れ
る
こ
と

、
せ
っ
か
く
の
旅
の
日
程
を
で
き
る
限
り
有
効
に
使

う
こ
と
、
緊
張
に
満
ち
た
シ
ャ
キ
っ
と
背
筋
が
の
び

る
よ
う
な
集
合
ぶ
り
だ
っ
た
。
そ
の
く
せ
み
ん
な
優

し
く
、
和
や
か
で
あ
る
．
国
際
コ
ー
デ
イ
ネ
ィ
タ
ー

で
あ
る
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
ハ
ワ
イ
）
の
人

柄
が
こ
の
気
風
を
生
み
出
し
て
い
る
。

2
月
2
日
に

新
憲
法
の
国
民
投
票
を
ひ
か
え
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
エ

ル
モ
・
マ
ナ
パ
ッ
ト
は
二
＿
日
前
に
や
っ
と
来
日
の

最
終
決
断
を
下
し
た
と
い
う
。
カ
ナ
ダ
の
フ
ィ
ル
・

エ
ス
モ
ン
ド
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
太
平
洋
の

島
々
を
巡
っ
て
出
席
．
直
前
に
パ
プ
ア
、
ニ
ュ
ー
，
ギ

ニ
ア
を
訪
問
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ッ
ク
・
マ

(
1
.
3
1
_
,
v
2
.
5
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太
平
洋
運
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
テ
ィ
ン
グ
会
議

海
は
人
間
を
結
ん
だ

三
月
十
五
日
、
横
須
賀
で
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
港

十
四
年
を
切
る
！
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
た
。
一
九
七
三
年
十
月
の
母
港
化
か
ら
十
四
年
、

米
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
昨
年
入
力
月
に
及
ぷ
大
改

装
工
事
を
施
さ
れ
、
ニ
―
世
紀
初
頭
ま
で
使
用
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
は
横
須
賀

に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
い
ま

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。
こ
う
し

た
こ
と
を
改
め
て
問
い
な
お
す
意
味
を
も
っ
て
、
こ

二
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
企
画
さ
れ
た
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
新
艦
載
機
の
ス
ラ
イ
ド
が
映
し

だ
さ
れ
た
後
、
四
つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
反
軍
調
査
協
議
会
の
鈴
木
し
げ
き
さ
ん
か

ら
、
母
港
化
以
後
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
動
き
が
細
か

く
紹
介
さ
れ
る
。
ペ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
、
西
太
平
洋
か

ら
イ
ン
ド
洋
へ
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
航
跡
は
、
ア
ジ

ア
の
民
衆
に
銃
口
を
つ
き
つ
け
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
姿

を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
だ
。

平
和
事
務
所
の
進
藤
さ
ん
か
ら
は
、
改
装
後
の
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
軍
事
的
能
力
、
役
割
を
中
心
に
し
た

レ
ポ
ー
ト
が
、
非
核
市
民
宣
言
運
動
の
鈴
木
良
さ
ん

か
ら
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
改
修
工
事
と
ア
ス
ペ
ス

ト
投
棄
問
題
が
、
ま
た
広
沢
さ
ん
か
ら
は
、
か
つ
て

の
反
戦
米
兵
運
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
提

起
さ
れ
た
。

討
誼
の
中
で
は
、
住
友
重
工
の
首
切
り
合
理
化
と

米
艦
船
の
修
理
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
と
の
関
連
、

矛
盾
な
ど
興
味
深
い
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。

「
基
地
の
町
」
の
日
常
の
中
で
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

母
港
の
重
み
を
不
断
に
意
織
化
し
て
い
く
作
業
は
大

変
な
こ
と
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
現
実
に
喰
ら
い

つ
い
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
さ
せ
る
集
会
で

あ
っ
た
。 を

tJlう／．

森

疇

]

、

l
l

ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
邊
／
年

梅
林
宏
道
（
反
‘
ト
マ
全
国
運
動
代
表
）

(
 

沖縄軍用他20年強制使用反対

ネIし‘Iン・7干1?-

ク
レ
ラ
ン
は
一
日
遅
れ
て
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た

。
反
ト
マ
運
動
か
ら
は
呉
か
ら
湯
浅
一
郎
さ
ん
が
到

着
し
た
。
こ
の
日
は
明
日
か
ら
の
会
議
の
議
題
と
日

程
の
最
終
調
整
を
行
い
、
そ
の
後
、
個
人
史
の
紹
介

に
質
疑
応
答
を
ま
じ
え
な
が
ら
相
当
時
間
を
費
や
し

た
。
太
平
洋
を
隔
て
て
集
ま
っ
た
文
化
の
異
な
る
人

々
が
、
よ
く
知
合
い
、
共
通
の
運
動
戦
略
を
語
り
合

う
前
提
と
な
る
作
業
で
あ
っ
た
。

沖縄に1;Ir貪どう宝』（命こそ
宝）という反戦の息忠がある．

そしてnらの土地を霰争のた
めら A99しのためには使わせ―
ないと、事nI蜘提伐の契約を

拒否している｀反戦地主．が

いる．

沖縄一坪反畷地主会は．基撼

の中に＂われている反載蒐主

の土織を取りもどし、•生話と

生産の場へ•愛えてゆこうと

いう運動です．沖縄軍用建の

20年憮M依用ー安は体割の囚

定化に反9｛して、多くのみな
さんの反載建主への連暑を訴

ぇ皇す．

•一岬反霞亀主寡量中です。

：出沖縄一坪反戦地主会関東プロック
軍軍•零置上＋·3-ml”"”炉●ン ,,.,....-9sn（拿疇竃）

ヽ
粂
序
嘉
懇
り
？
嘉

A
 

t
u
g
忍
若
兌
て
し
告
さ
し
い
た
。

竺
み
、
心

'1
主
裟
唸
芹
‘
袷
も
。

，
ま
す

[
横
浜
]
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
は

五
月
二
九
あ
る
い
は
三
0
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
て

「
カ
ミ
セ
ヤ
↓
ヨ
コ
ス
カ
・
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
（
仮

称
）
」
を
計
画
し
て
い
る
。
．
上
瀬
谷
通
信
基
地
か
ら

深
谷
通
信
基
地
、
逗
子
を
へ
て
横
須
賀
ま
で
「
通
信

基
地
反
対
」
「
核
艦
船
入
港
拒
否
」
「
ス
パ
イ
防
止

法
反
対
」
を
訴
え
て
歩
く
。
「
国
際
共
同
行
動
」
に

も
連
な
る
行
動
で
も
あ
る
。
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！

（
連
絡
先
0
四
五
ー
三
六
三
ー
―
―
―
一
内
線
四
二

五
富
永
気
付
ウ
ド
の
会
）

訓
径
比
心
肌
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♦
l
i
昨
日
か
ら
の
議
諭
を
ひ
き
つ
ぎ
な
が
．

ら
「

87
年
の
行
動
計
画
」
「
出
版
計
画
」
「
財
政
」

を
議
綸
．

運
動
戦
略
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
な

考
え
方
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
私
た
ち
は
ピ

ッ
グ
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
を
描
い
た
。
つ
ま
り
太
平
洋
全

体
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。
米
ソ
中
日
支
配
層
の

ニック・マクレラン（オーストラ

リア：非核議立太平洋遍●）

◆
2
月

3
日
議
題
は
「
海
の
軍
備
撤
廃
を
＇
・
太
平

洋
運
動
と
他
の
国
際
運
動
と
の
関
連
」
、
「
各
国
の

運
動
状
況
と
く
に
太
乎
洋
運
動
が
ど
の
よ
う
に
役
立

っ
て
い
る
か
」
「
太
平
洋
運
動
の
運
営
に
つ
い
て
の

評
価
」
．

◆
2
月

4
日
議
題
は
「
運
営
に
つ
い
て
の
役
割
分

担
」
（
こ
こ
で
は
、
日
本
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
テ
ィ
ン

グ
会
議
の
書
記
局
を
分
担
す
る
こ
と
、
引
続
き
梅
林

が
議
長
を
つ
と
め
る
こ
と
、
を
引
受
け
た
）
。
こ
の

日
の
午
後
は
自
由
時
間
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
．
ニ

ュ
々
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ナ
ダ
の
代
表

は
横
須
賀
基
地
を
見
学
し
た
。
夜
に
は
、
い
よ
い
よ

[87
年
以
降
の
運
動
戦
略
」
協
議
を
開
始
．

フィル・エスモンド（カナダ：大

ピクトリア●●量慶グ"'ーア）

●
2
月
1
日
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
は
｀

前
号
の
反
ト
マ
通
信
に
報
告
さ
れ
た
。
と
か
く
権
威

主
義
的
な
し
き
い
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
が
ち
な
国
際

会
議
の
あ
り
方
を
克
服
し
よ
う
と
準
備
さ
れ
た
シ
ン

ポ
で
あ
る
。
平
和
事
務
所
の
山
下
史
さ
ん
が
、
「
み

ん
な
が
同
じ
目
の
高
さ
を
も
っ
て
い
る
感
じ
が
と
て

も
良
か
っ
た
」
と
一
人
の
参
加
者
の
感
想
を
伝
え
て

く
れ
た
の
が
嫌
し
か
っ
た
。
内
容
的
に
は
、
ア
メ
リ

カ
国
内
で
海
軍
の
大
増
強
計
画
の
中
で
進
め
ら
れ
て

い
る
母
港
分
散
計
画
が
多
く
の
港
で
抵
抗
運
動
に
会

い
挫
折
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
今
年
九
月
に
予

定
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
政
選
挙
で
、
核

芭
船
拒
否
を
貫
く
ロ
ン
ギ
労
働
党
政
権
を
追
落
そ
う

癬詞｀』

探た

し霧

と
少
数
先
住
民
族
マ
オ
リ
族
へ
の
融
資
を
め
ぐ
る
ス
）

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
C
I
A
に
よ
り
し
か
け
ら
れ
社
会
不

安
を
生
み
つ
つ
あ
る
こ
と
、
南
太
平
洋
の
島
々
で
は

核
や
軍
事
に
関
す
る
情
報
が
乏
し
く
、
ま
ず
何
よ
り

も
情
報
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
の
報
告
が
印
象
に
残
っ
た
。

◆
2
月

2
日
こ
の
日
か
ら
本
格
的
な
合
宿
会
議
が

始
ま
っ
た
。
二
段
ベ
ッ
ド
が
四
台
あ
る
部
屋
に
泊
ま

り
こ
み
、
同
じ
部
屋
に
あ
る
テ
ー
プ
ル
を
囲
ん
で
会

議
。
休
み
を
充
分
と
り
な
が
ら
会
議
を
す
す
め
よ
う

と
の
申
し
合
せ
が
あ
っ
た
が
、
会
議
に
熱
中
す
る
と

そ
う
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
午
前
9
時
か
ら
夜
の
1
1
時

頃
ま
で
会
議
は
続
い
た
。

午
前
中
は
あ
ら
が
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
国
際
電

話
会
議
．
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
キ

ン
が
太
平
洋
の
全
体
状
況
認
識
を
電
話
で
報
告
．
ス

ピ
ー
カ
ー
・
ホ
ー
ン
を
通
し
て
質
疑
応
答
し
た
。
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
キ
ン
の
報
告
は
現
在
テ
ー
プ
起
こ

し
を
依
頼
し
て
い
る
が
「
日
本
の
ア
メ
リ
カ
戦
略
へ

の
参
画
の
内
部
情
報
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
指

ぇ r ～ダイ r ， 漏 L 

政
治
的
連
関
に
つ
い
叉
意
見
を
か
わ
し
た
。
し
か
し

、
そ
の
結
果
、
各
国
で
出
現
し
て
い
る
状
況
は
多
様

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
治
文
脈
と
密
接
に
絡

ん
で
お
り
、
太
平
洋
の
問
題
が
そ
の
ま
ま
姿
を
現
す

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
上
f
運
動
戦
略
を
論
ず
る
時

に
は
各
国
の
運
動
の
歴
史
的
経
緯
や
運
動
構
造
抜
き

に
戦
略
楡
議
を
し
て
も
空
捨
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た

一
方
で
、
一
般
的
な
連
帯
の
確
認
や
エ
ー
ル
の
交
換

の
国
際
連
帯
の
時
代
は
す
ぎ
た
。
太
平
洋
運
動
の
協

力
が
よ
り
強
力
な
役
割
を
は
た
す
道
は
何
か
．
こ
の

課
題
に
挑
戦
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
集
中
合
宿
を
行

っ
た
。
と
り
あ
え
ず
確
認
で
き
た
こ
と
は
各
国
の
運

動
に
で
き
る
だ
け
立
脚
し
た
戦
略
を
立
て
る
こ
と
で

ー
あ
っ
た
。

模
索
は
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
に
立

ち
切
っ
て
議
論
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
と
て

も

大

き

い

と

思

う

。

．

議
論
は
、
全
体
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
が
現
在
最
も
必
要
と
し
て
い
る
支
援
は

ジュディス・デナーロ（フィジ一

：フィジー反績グループ）

vぐエルモ・マナ,,,'卜（フィリピン
：非核フィリピン遍合事霧烏長）

何
か
、
を
出
し
会
う
形
を
と
っ
た
。
全
体
と
し
て
は

、
△
軍
艦
寄
港
拒
否
運
動
が
ほ
と
ん
ど
の
国
で
政
治

問
題
化
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
の
流
れ
を
強
め
る
こ

と
。
△
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
の
情
報
交
換

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
協
力
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
（

例
と
し
て
、
8
6
リ
ム
パ
ッ
ク
で
は
日
本
の
新
聞
が
最

初
に
イ
ギ
リ
ス
佳
隊
の
参
加
を
報
じ
、
遅
か
っ
た
が

私
た
ち
か
ら
の
情
報
が
太
平
洋
運
動
を
通
し
て
イ
ギ

リ
ス
の
運
動
に
伝
わ
り
、
運
動
が
つ
く
ら
れ
た
）
△

全
体
に
か
か
わ
る
基
本
問
題
の
特
別
レ
ポ
ー
ト
を
出

版
す
る
こ
と
（
そ
の
中
に
は
ソ
連
の
太
平
洋
進
出
の

実
慇
、
日
本
の
軍
拡
、
日
本
の
非
核
自
治
体
と
核
艦

船
寄
港
問
題
な
ど
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
）
、
△
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
運
動
を
前
進
さ
せ
る
の
に
適
切
な
人
的

交
流
を
は
か
る
こ
と
（
前
回
の
会
議
で
太
平
洋
反
核

ポ
ー
ト
会
議
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
現
段
階
で
は

人
的
交
流
の
方
が
有
効
と
判
断
し
ポ
ー
ト
会
議
は
中

止
と
な
っ
た
。
日
本
に
関
す
る
人
的
交
流
に
関
し
て

は
、
日
本
の
軍
事
化
と
平
和
運
動
の
対
応
に
つ
い
て

語
る
講
師
の
派
遣
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
上
院

議
員
ジ
ョ
ー
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
来
日
、
平
和
船
団

関
係
者
の
来
日
な
ど
が
課
題
と
な
っ
た
）

食
事
時
間
に
早
稲
田
界
隈
を
安
く
て
う
ま
い
食
堂

を
見
付
け
て
歩
き
回
っ
た
。
節
分
の
豆
ま
き
を
し
た

．
面
白
い
話
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
紙
面
が
な
い
。
会

議
を
終
え
て
、
何
か
新
し
い
仕
事
を
や
り
終
え
た
と

い
う
充
足
感
が
あ
っ
た
。
本
当
は
、
何
か
新
し
い
こ

と
が
始
ま
っ
た
の
だ
．

9―
 

、
.
`

ぶ
ぶ

f
て

ー
知

9
、
姜

リニー・ウェストラ（ニュージ一

ランド：平租をめざすキリスト者

鯛議長）

摘
が
日
象
糾
た
っ
た
ま
た
、
グ
リ
ン
ヒ
ー
ス
カ
―

海
の
軍
備
撤
廃
」
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
の

り
出
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ア
ー
キ
ン
に
続
い
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
エ
ン
・
ウ
ィ
ル
ク
ス
が

電
話
に
登
場
、
マ
オ
リ
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る

C
I
A
工
作
が
太
平
洋
全
体
に
持
っ
て
い
る
意
味
を

強
調
し
た
。
日
本
の
え
び
の
通
信
基
地
の
こ
と
を
質

問
し
た
が
、
人
吉
市
の

P
．
マ
ッ
カ
ー
テ
ィ
ン
牧
師

と
の
長
い
電
話
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
・
ホ
ー
ン
を
使
っ
て
の
国
際
電
話
会

議
は
、
時
差
を
計
算
し
な
が
ら
セ
ッ
ト
し
た
初
め
て

の
試
み
だ
っ
た
が
、
大
成
功
。
国
内
の
会
議
に
も
応

用
で
き
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
議
題
は
、
「
一
九
八
六
年
の
太
平
洋
逗

動
の
評
価
」
「
運
動
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
」
（

ラ
ロ
ト
ン
ガ
条
約
、
太
平
洋
の
冷
戦
構
造
、
日
本
の

軍
事
化
、
東
の

N
A
T
0
1
1
日
米
韓
一
体
化
、
ト
ラ

イ
デ
ン
ト

lI
、
ソ
連
の
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、

S
D
I
関
連
な
ど
）



(9) 

廷ケぅッ7唄蒻 初ふ11r鯰 祖／2和1々"が1

贔麟贔鍼鴫

す
る
意
味
の
よ
う
な
も
の
が
、

問
題
意
織
に
し
み
こ
ん
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
最
大

の
成
果
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
呉
と
し
て
も
各
国

の
運
動
へ
の
窓
口
が
直
接
的
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と

｀
 

‘・̀' 

も
、
今
後
へ
の
大
き
な
財
産
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
と
を
リ
ニ
ー
氏
と
約
束
し
た
。
そ
う
し
た
具
体
的
か

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
秋
の
総
選
挙
に
向
け
、
日
か
わ
り
を
通
し
て
、
五
月
の
共
同
行
動
だ
け
で
な
い

本
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
、
実
の
あ
る
連
携
を
と
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と

翡
政
策
の
支
持
と
継
続
を
求
め
る
手
紙
を
出
す
こ
思
っ
て
い
る
。

横
田
基
地
緊
迫

日
も
、
発
祖
磯
細
、
磯
体
番
サ
、
積
し
て
欠
か
せ
な
い
。
米
本
土
、
輯
ろ
か
ら
齋
来
す
る
哉
種
の
ぽ
か
、

F
犀
に
、
同
薗
の
表
示
が
あ
る
の
を
撮

み
下
ろ
し
す
る
呑
窃
や
兵
呉
を
双
眼
匡
、
日
本
3
各
培
地
か
ら
、
頻
繁
に
l
t
i
戦
幽
●
●

A
4、
A
1
0攻
撃
蛾
、
影
し
た
こ
と
が
あ
る
。

墾
カ
メ
ラ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
米
ポ
一
線
磁
が
爪
来
す
る
。

C
q
忠
者
輸
送
磯
、

P
j

e対
潜
哨
当
時
の
米
軍
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

の
動
さ
、
日
本
の
基
地
の
役
割
な
と
釆
軍
は
昨
年
九
月
、

I

東
北
ア
ジ
戒
磁
、

W
e
l社
り
，
磁
観
測
磁
な
「

1
J
速
恋
竺
も
っ
と
も
危
険
度

を
分
析
し
て
定
。
チ
ー
、
ム
ス
ピ
リ
ア
の
米
空
軍
力
忌
花
す
る
た
め
」
、
と
が
繁
せ
た
。
の
高
い
製
物
屈
j
の
マ
ー
ク
。

ッ
ト
は
＾
年
で
十
二
回
を
数
え
る
伍
韓
空
叩
を
釦
七
空
軍
と
し
て
第
五
こ
こ
薮
日
は
、
「
～
爪
ふ
タ
ン
カ
「
核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で

が
、
期
間
中
に
E
4
Bが
飛
ん
で
米
空
軍
か
ら
独
立
さ
せ
た
。
こ
の
新
編

1
」
と
い
わ
れ
る
KClII、
K
Cー
は
な
い
か
」
と
問
題
に
な
っ
た
。

を

と

は
l

度
も
な
か
っ
た
。
成
後
、
今
匡
が
街
の
チ
ー
ム
ス
ピ
リ

3
5空
山
齢
江
四
磯
が
飛
米
、
細
沼
磁
置
グ
ル
ー
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
ヤ

図
半
島
の
「
前
線
]
を
梵
、
ッ
ト
だ
。
軍
班
岱
家
の
藤
井
治
夫
も
欧
州
け
の
米
東
海

mの
枯
地
か
も
五
十
ユ
年
、
劇
兵
臨
事
故
演
習

地
平
線
に
見
え
た
小
さ
な
点
が
（
え
形
叫
ん
だ
。
込
ん
で
核
戦
羞
指
揮
す
る
。
「
人
常
納
、
担
国
、
厚
木
、
三
塁
叫
氏
は
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
朝
鮮
ら
も
斐
さ
れ
、
足
り
な
い
分
を
「
プ
ロ
ー
ク
ン
・
ア
ロ
ー
j
を
目

「
ゴ
ー
ツ
」
と
い
ろ
讐
と
と
も
ゥ
1

ジ
ャ
ン
ボ
磯
そ
っ
く
り
の
成
体
。
知
の
命
迎
を
転
仝
飛
行
磯
だ
。
な
る
日
本
の
迷
亭
基
池
は
、
演
習
に
半
島
だ
け
で
な
、
出
界
的
な
戦
略
ろ
民
四
て
ャ
ー
タ
ー
の
ジ
ャ
ン
ポ
攣
攀
7
躙
芦
5
て
い
む
。
五
士
公
ヰ
と

大

き

忍

°
-
E
4
Bだ
」
。
約

k
部
に
コ
プ
の
よ
う
な
通
信
装
滋
。
同
べ
負
会
が
演
翌
の
「
集
中
監
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
わ
れ
の
中
で
の
演
習
と
い
ろ
毎
彩
を
年
々
＇
が
ひ
ん
ば
ん
に
行
五
十
九
年
に
は
核
焦
雷
「
ア
ス
ロ
ッ

二
遥
間
前
の
―
ー
百
午
裟
一
時
四
十
九
一
極
限
の
核
戦
争
司
令
l
E
4
B
祝

l
を
始
め
た
の
は
五
十
l-]年
。
遠
る
。
去
り
わ
け
、
「
彗
ど
は
別
曲
め
て
い
る
。

E
"
BO
J
I
棗
は
、

9

牛

臭

す

る

な

ど

、

ク

」

の

コ

ン

テ

ナ

を

覧

す

る

盛

分
、
基
摂
一
望
で
登
詈
イ
プ
た
。
一
閂
夏
墨
屠
臀
一
•
福
生
市
磁
（
福
生
市
民
辿
格
た
。
在
日
米
軍
全
体
の
司
令
部
と
全
醤
悶
を
想
定
し
た
訓
純
の
た
演
習
の
盃
化
を
を
あ
笈
が
、
米
軍
当
器
嘉
、

イ
ン
の
歴
で
、
双
眼
鏡
を
構
え
る
と
も
に
し
、
核
懃
雰
司
令
部
が
破
合
）
ら
の
ク
ル
ー
プ
も
五
十
六
年
か
米
第
丘
匹
＇
軍
司
令
部
が
あ
り
、
醤
め
と
為
え
ら
れ
る
」
点
謳
す
る
。
口

z

l

う
か
が
わ
せ
る
。
黙
殺
し
て
お
り
「
疑
惑
」
の
城
を
出

東

京

平

和

貴

会

の

叔

久

志

さ

ん

苫

さ

れ

た

啓

、

級

脅

開

爵

層

苔

け

る

。

雨

の

日

も

風

の

半

島

茎

へ

の

贔

、

§

と

四

市

一

面

が

血

む

横

田

基

地

の

周

支

塁

差

窺

な

い

二

塁

で

き

な

い

隻

箋

憩
醤
、
戦
闘
・
き
つ
け
る
」
た
め
に
も
、
竪
唸
灰

＂

の

ほ

と

ん

と

が

、

．

か

甚

い

喜

。

＇
る
"
"
:
a
i
h
]
"

)

C
、

兵

叫

在

覇

さ

れ

が

農

尋

た

の

を

は

品

、

今

月

辺

達

東

京

の

ペ

ッ

ド

タ

ウ

ン

゜

続

て

い

る

と

見

g

＋

屈

‘

+

主

日

袋

讃

冒

一
も
し
・
・
・
・
・
・
と
考
え
る
と
、
ぞ
っ
と
「
通
り
道
」
の
槙
基
地
沖

M
肇
括
し
た
の
と
向
型
の
F

し
ま
す
」
と
、
監
糾
グ
ル
ー
ブ
泌
暉
サ
ウ
田
が
、
核
中
綿
基
お
戦
墨
羞
磯
飛
来
し
た
。
『

墓

愛

；

雇

層

監

唇

し

て

い

る

臓

五

十

l

＝
一
年
に
「
日
米
器
協
力
の
一

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
す
で
に

9

惑
は
以
前
が
ら
指
た
め
の
指
針
」
が
作
成
さ
れ
、
い
ま
一

4
1、
C
1
3
0輸
送
機
が
各
一
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
目
芥
若
回
作
幣
か
公
然
と
研
―

画
、
魯
王
g
し
て
、
爵
温
置
召
ー
プ
は
二
月
二
十
八
日
究
さ
れ
て
い
る
。
「
監
視
畜
め
た
一

に
囲
ま
れ
、
警
臨
予
定
だ
っ
た
別
の
か
ら
今
月
十
六
已
に
か
け
て
数
度
、
こ
ろ
は
、
自
衛
隊
磯
が
来
る
午
お
疇
一

函
が
上
空
を
薔
し
て
待
磯
す
る
光
滑
走
墜
南
山
の
暉
5

薬
庫
北
側
に
、
八
き
だ
っ
た
。
当
時
は
防
衛
庁
も

n一J

~
京
が
み
ら
れ
た
。
角
形
の
オ
レ
ン
ジ
角
の
板
に
黒
字
で
黙
訓
紬
で
す
』
な
ん
て
霊
い
わ
け
し
―

魯
期
間
中
、
横
田
に
は
、
ま
る
「
1
j
と
出
．
ホ
ー
だ
標
識
板
が
立
て
た
け
と
、
数
年
前
か
ら
は
霊
然
の
．

三
航
空
シ
ョ
ー
の
よ
ろ
に
、
米
軍
一
ら
れ
た
の
を
碩
認
し
た
。
「
危
険
度
こ
と
だ
』
。
何
が
悪
い
と
い
わ
ん
ば

琺
際
嬰
ろ
い
す
る
。
一
カ
日
蘭
ナ
ン
バ
ー
1
各
t
m
」
と
い
わ
れ
る
咲
か
り
で
す
]
（
東
京
平
和
委
員
会
）

た
け
で
、

E
Aを
筆
頭
に
、
匡
界
農
。
「
核
持
ら
込
み
疑
惑
J
が
国
過
去
の
例
か
ら
し
て
演
習
本
格
化

翠
大
の
輸
送
磯
C
5ギ
ャ
ラ
ク
シ
会
な
と
で
表
亜
化
し
た
五
十
六
年
に
つ
れ
「
日
の
丸
」
を
つ
け
た
軍
用

I
、
C21、
U
H
1
ヘ
リ
な
益
旦
J
嚇
、
朝
日
新
暉
吐
磯
か
、
弾
槃
庫
の
磯
の
飛
来
は
、
さ
ら
に
増
え
そ
う
。
．

, C 1 4 1が繋急着隣？ 消防●が滑走五 ”'9 , 
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自衛隊機も次々

米
韓
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
宮
、
今
月
下
旬
か
ら
ピ
ー
ク

い
く
ら
か
で
も
私
の

、＇

一
月
三
十
一
日
ー
ニ
月
六
日
に
か
け
て
「
海
の
軍

備
撤
廃
を
太
平
洋
運
動
」
の
運
営
会
議
が
東
京
で

開
か
れ
、
私
は
三
十
一
日
夜
入
り
、
二
月
四
日
夕
方

ま
で
丸
五
日
間
、
寝
食
を
共
に
し
て
、
合
宿
の
よ
う

な
会
議
に
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
け
出
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ

に
は
か
ら
ん
や
、
そ
れ
は
付
録
で
、
運
営
会
議
の
事

務
的
な
仕
事
も
手
伝
う
こ
と
に
な
り
、
結
局
ず
っ
と

付
き
合
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
頃
英
語
の
世
界
と
直
接

的
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
た
め
、
英
語
同
H
で
ペ
ラ

ペ
ラ
や
ら
れ
る
と
、
聞
き
と
る
こ
と
だ
け
で
本
当
に

疲
れ
は
て
、
議
論
の
何
割
を
理
解
で
き
た
か
、
全
く

心
も
と
な
い
状
態
だ
っ
た
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
い
く
つ
か
ふ
れ
て
み
る
と

第
一
は
、
初
め
て
出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
各

国
の
反
核
運
動
の
状
況
を
、
か
な
り
系
統
的
に
紹
介

し
あ
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
じ
っ
く
り
持
た
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
を
、
運
動
面
で
の
悩

み
も
含
め
て
、
た
っ
ぷ
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
収
穫
で
あ
っ
た
。

二
月
二
日
午
前
中
は
、
国
際
電
話
を
使
っ
て
、
電

話
で
の
会
議
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
キ
ン

（
ワ
シ
ン

,r
ン
）
、
オ
ー
エ
ン
・
ウ
ィ
ル
ク
ス
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
）
両
氏
と
の
間
で
も
た
れ
た
。
太
平
洋
運
動

の
問
題
意
鐵
に
ひ
き
つ
け
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
重

要
な
艤
論
が
で
き
る
の
か
と
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

第
三
に
四
日
午
後
の
プ
レ
イ
ク
に
、
四
氏
と
共
に

横
須
賀
を
訪
れ
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の
S
氏
の
案
内
で

基
地
を
見
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
プ
ル
ー
リ

ッ
ジ
が
お
り
、
自
衛
艦
も
か
な
り
い
た
。
そ
こ
で
各

国
の
運
動
家
た
ち
が
“
す
さ
ま
じ
い
ー
・
”
と
感
嘆
の

声
を
あ
げ
た
の
を
聞
い
て
、
日
本
の
軍
備
の
大
き
さ

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

一
週
間
ほ
ど
前
、
呉
の
海
上
自
衛
隊
基
地
を
リ
ニ

ー
氏
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
見
た
と
き
の
こ
と

を
思
い
だ
し
て
い
た
。
一
月
二
十
七
日
し
二
十
八
日
、

広
島
を
是
非
訪
れ
た
い
と
い
う
彼
の
要
望
で
平
和
公

園
を
案
内
し
、
広
島
県
内
の
呉
と
い
う
町
に
昨
年
メ

リ
ル
が
き
た
こ
と
を
是
非
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
呉
に

来
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
を
呉
の
自

衛
隊
基
地
へ
案
内
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
開
ロ
一
番
、

「
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
軍
の

軍
艦
よ
り
多
い
わ
ー
．
」
。
私
は
「
え
？
」
と
思
っ
た
。

そ
の
日
は
五
、
六
隻
が
い
た
だ
け
で
、

い
つ
も
よ
り

ヽ

と
も
ゎ
く
応
芯
た
が

い
い
息
簸
＇
だ
£
’
―

（
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
呉
市
民
の
会
）

湯
浅
一
郎
コL
-
Tィ
ネ

1
で``一
U

少
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
彼
の
言
葉
に
一
瞬

驚
い
た
。
そ
し
て
身
近
に
あ
る
基
地
の
大
き
さ
を
、

外
か
ら
来
た
人
の
第
一
印
象
を
通
し
て
思
い
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
ジ

ュ
デ
ィ
ス
（
フ
ィ
ジ
ー
の
）
が
横
須
賀
を
見
た
と
き

の
感
想
も
ほ
と
ん
ど
同
様
の
も
の
だ
っ
た
。

カ
四
に
運
動
家
た
ち
の
好
奇
心
の
旺
盛
さ
、
率
直

さ
が
印
象
的
だ
っ
た
。
食
事
を
ど
う
す
る
か
ー
つ
に

し
て
も
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
で
大
変

な
騒
ぎ
な
の
だ
。

と
も
か
く
疲
れ
た
が
、
と
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
迂

各
国
と
も
異
な
っ
た
事
情
の
中
で
運
動
は
展
開
し
て

い
る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
運
動
を
最
前
線

で
担
う
活
動
家
同
士
が
、
相
互
に
桜
み
を
出
し
合
い
、

理
解
し
あ
う
。
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
、
太
平
洋
で

相
互
に
何
が
で
き
る
か
、
互
い
に
ど
う
協
力
し
あ
え

る
か
を
、
率
直
に
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
謙
論

し
た
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
っ
た
。
過
去
の

運
動
で
、
こ
う
し
た
議
論
が
も
た
れ
て
き
た
の
か
ど

う
か
私
は
知
ら
な
い
が
、
今
回
の
会
議
は
、
多
分
初

め
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、
相
当
ま
れ
な
内
容
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
と
い
う
時
の
内
実
が
少
し
ず
つ
実
現
し
て
い

っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

会
議
の
中
身
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
理
解
で
き
た
か

よ
り
、
五
日
間
共
に
居
つ
づ
け
た
こ
と
で
、
少
な
く

と
も
世
界
的
規
模
で
も
の
ご
と
を
見
、
考
え
、
行
動

(
9
0へ`
ジヘ）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
V
L
F
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一
っ
を

使
う
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
盟
国
が
よ
り

重
要
な
目
的
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
と
き
に
は
使
え

ま
せ
ん
。
こ
の
基
地
の
副
指
令
官
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
将
校
で
す
が
、
米
国
の
指
令
官
が
不
在
の
と
き

の
指
揮
権
は
彼
に
は
あ
り
ま
せ
ん
p
長
も
下
級
の
米

国
の
将
校
さ
え
彼
よ
り
上
の
指
揮
権
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
特
権
の
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

年
間
1
0
0
万
ド
ル
を
支
出
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
賃
貸
料
は
タ
ダ
（
！
）
•
•
•
最
初
に
名
ば
か
り

の
地
代
を
払
っ
た
き
り
。
賃
貸
料
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

／
政
府
が
共
同
使
用
施
設
に
格
付
け
し
て
い
る
基
地

ば
ど
こ
で
も
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す

a
v

私
た
ち
は
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基
地
は
完

全
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
管
理
下
に
お
か
れ
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
防
衛
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

．．． 
核
戦
争
の
た
め
な
ど
で
な
く
。

●
私
た
ち
の
選
択
は
？

TAKE 
BACKTHE 
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
こ
の
基
地
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
上
艦
や
原
子
力
潜
水
艦
は
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
な
ど

西
海
岸
の
港
に
入
港
し
て
い
ま
す
。

●
ケ
ー
プ
・
ク
ル
ー
セ
ー
ダ
ー
（
岬
の
士
子
軍
）

羞
る
！

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

で
す
。一方
、

H
F
送
信
施
設
は
、
核
搭
載
の
水
上
艦
へ

← 

‘、̀

（
 

｀ 
88年には

ノースウェスト

一

―

―

 
一

の
攻
撃
目
標
F
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す

お
ま
け
に
、
A

」
の
基
地
は
軍
備
管
理
の
た
め
に
は
、

何
の
役
に
も
が
一
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

●
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基
地
と
は
何
か
？

り
ア
、
エ
キ
ス
マ
ウ
ス
の
近
く
に
あ
る
米
国
の
通
信

基
地
で
南
西
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
の
原
子
力
潜
水
艦

や
水
上
艦
に
命
令
を
伝
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
基
地
の
重
要
拝
ほ
低
下
し
た
の
で
は
？

最
近
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基
地
の
役
割
は
米
国
内
の
い
く
つ

か
の
基
地
に
よ
っ
て
引
継
が
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
役
割
が
軽
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
の

基
地
が
必
要
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基
地
は
少
な
く
と
も
ペ

ン
タ
ゴ
ン
の
戦
略
家
た
ち
の
頭
の
中
で
は
限
定
核
戦

争
の
シ
ナ
リ
オ
に
組
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
六

年
九
月
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
こ

の
通
信
施
設
を
核
戦
争
の
と
き
の
電
磁
波
に
よ
る
破

壊
に
備
え
て
強
化
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ノ

ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基

地
に
関
し
て

2
5
年
の
貸

与
協
定
を
米
国
と
の
間
に

結
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
九
八
七
年
―
二
月
三

一
日
の
時
点
で
オ
ー
ス
ト

こ
の
基
地
は
一
九
六
二
年
に
メ
ン
ジ
ー
政
権
に
よ
っ

●
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
励
如
町
麟
霞
？
て
告
知
さ
れ
六
七
年
に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
．

9
らヵ
●

こ

の

基

地

の

役

割

は

―

`

‘

 

ぅ

卜

答

え

は

簡

単

．

核

戦

争

の

引

金

に

な

り

か

ね

な

い

そ

ッ

命

令

が

間

違

い

な

く

ノ

ー

ス

ウ

ェ

ス

ト

ケ

ー

プ

基

地

ど

レ

こ

の

基

地

は

通

信

衛

星

の

地

上

基

地

か

ら

う

け

フ
を
経
由
し
て
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
。
私
た
ち
は

も

っ

た

情

報

を

V
L
F
（
超
長
波
）
や
H
F
（
短
波

一
米
国
の
核
戦
争
準
備
の
共
犯
者
に
さ
れ
て
い
る
。
こ

）

・

で

き

・

5

i
r
.
r
4
`
'
t
§
＜
ほ
り

r‘
ì’

り

ー

れ

は

同

時

に

ノ

ー

ス

ウ

ェ

ス

ト

ケ

ー

プ

基

地

が

第

一

の

と

り

[

-

r

D
 

を

Np
 
ァリラ卜ス

-—-
ォ

●
こ
の
基
地
の
役
割
は

cと）
 

で
送
f
f
t
-
:
o
r
．
ヽ
I
I
L
汁
ズ
g
n
|
I
F
は

水
上
艦
向
け
で
す
。

V
L
F
送
信
施
設
は
攻
撃
目
標
C
指
示
を
ふ
く
む載て

い
る
も
の
の
こ
の
目
的
で
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
か
わ
り
に
今
で
は
、
米
国
の
攻
撃
型
原
子
力
潜

水
艦
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
の
潜
水
艦
に
む
け
た

送
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
西
海
岸
に
は
こ
れ
だ
け
の

周
波
数
範
囲
を
カ
パ
ー
す
る
V
L
F
施
設
は
な
い
の

ラ
リ
ア
が
の
ぞ
め
ば
、
百
八
十
日
の
i
百
知
期
間
の
後

に
こ
の
協
定
を
終
結
あ
る
い
は
変
更
d

9

る
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。

ケ
ー
プ
・
ク
ル
ー
セ
ー
ダ
ー
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
第
三
次
世
界
大
戦
の
た
め
の
、
ヽ
サ
イ
ル
発
射

台
に
さ
れ
る
こ
と
を
憂
え
る
多
く
の
人
々
一
人
一
人

で
す
。
何
千
人
も
の
ク
ル
ー
セ
ー
ダ
ー
が
力
を
合
せ

れ
ば
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
の
よ
｀
）
な
基
地
を
撤

去
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
核
＿
皿
船
の
入
港
を

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
オ
・
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
核
戦
争
の
繋
が
り
を
断
切
る
事
が
て
き
る
の
で
す
．

・ケーフ°

が苺タトえ肖怠



(12) 

地
球
大
で
考
え
よ
う
世
界
の
至
る
所
で
小
国
に

t
暮
ら
す
人
々
が
よ
り
安
全
な
世
界
を
作
り
出
す
た
め

に
熱
心
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
人
々
は
、
自
分

達
を
米
ソ
の
軍
拡
競
争
に
巻
込
ん
で
い
る
基
地
を
撤

去
し
、
艦
船
の
入
港
を
食
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
ル
ー
マ
ニ
ア
の

人
々
は
、
ソ
連
の

S
S
2
0
ミ
サ
イ
ル
の
国
内
配
備
を

拒
否
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
は
港

へ
の
核
艦
船
の
入
港
を
禁
止
し
ま
し
た
。

行
動
は
足
下
か
ら
＊
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
核
戦

争
準
備
に
組
込
ま
れ
て
い
る
実
慧
を
も
っ
と
知
ろ
う
。

よ
り
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
人
は
P
N
D
に
連
絡

下
さ
い
。
＊
友
人
、
親
戚
、
同
僚
と
話
合
お
う
。
軍

拡
競
争
の
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
こ
の
基

地
の
役
割
に
つ
い
て
．
＊
国
会
議
員
や
首
相
に
手
紙

を
書
こ
う
。
軍
拡
競
争
の
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
2
f

＇ 

●
あ
な
た
に
出
来
る
こ
と

P
N
D
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
こ
の
基
地

の
役
割
と
核
艦
船
寄
港
の
危
険
性
を
広
く
伝
え
る
た

め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
達
の
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
連
邦
政
府
に
対

し
て
、
核
艦
船
入
港
を
拒
否
し
、
八
七
年
―
二
月
三

一
日
に
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ケ
ー
プ
基
地
貸
与
協
定
を

終
結
す
る
よ
う
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
で
す
．

●
P
N
D
は
何
を
し
よ
？
↑
し
て
い
る
の
か
？

に

’

ー

'’l'l

V

5

て

員

力

ま

・

か

れ

会

て

し

ん

さ

る

し

た

t

/

、

さ

営

い

そ

い

皆

運

て

、

費
し
血
摩
ぃ
五

ー

運

だ

た

な

く

ろ

国

パ

の

れ

し

全

ン

費

忘

ろ

マ

カ

会

お

よ

反

行

す

た

を

会

ょ

卜

と

。

は

。
会

ま

か

バ

、＇

P
N
D
（
核
廃
絶
の
た
め
の
人
々
）
は
幅
広
い
基

盤
を
持
っ
た
、
自
立
的
、
無
党
派
の
組
織
で
す
。
賛

同
す
る
個
人
、
教
会
、
商
工
組
合
、
教
育
組
織
、
学

生
、
教
授
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
平
和
と
核
廃
絶

と
い
う
共
通
の
目
的
で
繋
が
っ
て
形
作
る
連
合
体
で

す
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
千
人
以
上
の
個
人
と
、

七
十
団
体
（
千
五
百
人
以
上
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い

人、

P
N
D
の
メ
ン
パ
ー
に
な
っ
て
も
よ
い
と
思
う

ひ
と
は
下
の
用
紙
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（

了

）

●
P
N
D
と
は
？

つ
い
て
あ
な
た
が
抱
く
不
安
を
彼
等
に
知
ら
せ
よ
う
．

*
P
N
D
に
参
加
し
よ
う
。
労
力
と
お
金
を
こ
の
カ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■絹
集
後
記

横
浜
で
は
早
く
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
「
後
記
―
を
書
い
て
い
ま

す
。
全
国
の
読
者
の
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
は
ど
ん
な

ふ
う
に
春
の
気
配
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
．

気
掛
り
な
こ
と
が
ひ
と
つ
。
ニ
ュ
ー
ス
が
ど
う
も

首
都
圏
に
偏
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
電
話
取
材
な
ど

の
形
で
何
と
か
カ
バ
ー
し
よ
う
と
努
力
し
て
は
い
る

の
で
す
が
そ
れ
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
毎
度

の
お
願
い
。
皆
さ
ん
の
周
囲
で
起
き
た
こ
と
が
ら
、

日
々
の
思
い
や
主
張
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
編

集
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
記
事
を
か
い
て
も
ら
え

な
く
て
も
地
方
紙
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
も
大
歓
迎
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
き
め
紺
か
い
編
集
の
た
め
に
は
も

っ
と
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
。
首
都
圏
に
住
ん
で
い

る
ど
な
た
か
、
こ
の
「
通
信
」
の
絹
集
を
手
伝
っ
て

い

た

だ

け

な

い

で

し

ょ

う

か

。
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